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住吉・和合地区

社会福祉協議会
く

杉浦会長あいさつ

直香園芸の講師

小黒啓子市議あいさつ

作品集

令和 3年 8月 13日 (金 )

住吉会館にて
参加人数/住吉・和合 20名

コロナ禍の連 日、また今年の夏は猛暑で大

変な日々でありました。自粛々が続き、命を

守る為には計画致 しました社協の行事、サロ

ン活動も残念ながら中止せざるを得ませんで

した。併 し、何か前向きに活動 したい気持ち

でいっぱいで、暑さから涼しさを求め、また、

苔玉ブームであることで、不安を抱きながら

挑戦 しました。人数制限、机、椅子などの消

毒、検温、換気等に注意して、土もみ合わせ

から植物植え、苔で形を作 り、やっと出来上

がり、喜びの声、声、声。楽しい体験でコロ

ナを忘れたひと時でした。後 日、参加者の健

康状態を聞き、ほっとしました。 杉浦嬉子
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松本康夫市議 うまく出来ました
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性奪0骰紗ぽ睡織会奪轟織協議会
惧畿爾饉ず感∫

※議案は原案通 り承認 されました。

第 3号議案

令和 3年度

日時
会場

令不口3年 5月 15日 (土 )

高台協働センター
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浜松市市議会議員

浜松市市議会議員

住吉 自治会副会長

住吉 自治会副会長

住吉 自治会

和合町自治会副会長

和合町自治会副会長

住吉自治会顧問

住吉・和合地区民生委員児童委員

住吉 自治会

住吉交友会会長

和合町寿和会会長

住吉会会長

五輪会会長

住吉子 ども育成会会長

和合町子ども育成会会長

住吉・和合地区民生委員児童委員会長

住吉 自治会

和合町自治会

和合町自治会副会長会計

住吉自治会副会長会計

住吉 自治会会長

和合町自治会会長

高台中学校校長

北部中学校校長

城北小学校校長

泉小学校校長

5号議案

令和 3年度 住吉・和合社会福祉協議会 予算書
の

出の

(単位/円 )

(単位/円 )

佐藤 恵介

山田真代子

伊藤 充也

科  目 前年責予算額本年度予算額 摘   要

繰越金 679,964 1,010,218 前年度繰越金

市社協補助金 1,155,260 1,147,400 運営活動歳末事業補助金

自治会補助金 68,000 住吉自治会
和合町自治ム

〓

イベント売上 50,000 20,000 年末事業参加費等

雑収入 776 382 受取利息

合   計 1、 954,000 2,246,000

科  目 前年度予算額本年度予算額 摘   要

会議費 50,000 50,000 総会費協働センター使用料
給会資料会議お茶代

事務費 100,000 100,000 切手代 コピー代役員交通費

研修費 200,000 協議会の研修事業下見:

資料作|,視察研修

活動費 400,000 講演会家事支援
協働センター祭り

広報費 150,000 150,000 社協だより発行

事業費 350,000 歳末福祉事業住吉和合町
子ども会クリスマス会、支援

サロン活動費 270,()00 270,000 サロン活動支援

備品費 50,000 100,000 社協ベストマスク

諸会費 5,000 5,000 社協会費

雑費 5,000 保険料手数料

予備費 9,000 20,000

繰越金 370,000 546,000 次年度ヘ

合   計 1,954,000 2,246,000

200,000



:漢字数茸士 フしット・メイヤーぇ隻

主催 主ヽ吉,鶴合地麟濃福霊感̀議
会

お 饒 も
ヽ

V 漢蟻 ト
●亀中

ゞ 職鶴

講座終了後、講師と歓談する杉浦会長

中日新聞の記事 令和 3年 6月 1日
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ブレッド・メイヤー先生の
お惧しろ漢字講座

日時

会場

講師

令和 3年 5月 30日 (日 ) 11lHttL
高台協働センター   'コ11「曇、
漢字教育士・漢検 1級取得者  W

ブレッド・メイヤー先生 (米 国生)

漢字「夏」の成 り立ち
るプ レッ ト・ メイヤーさん =浜
松市中区の高台協働セ ンターで

漢字は、約2000年前に中国古代の黄河文明

で発祥 した表記文字で、最も文字数が多い文

字体系で約10万字に上る。音読み、訓読みと

日本のみ 2種類の読み方がある。我が国に、

韓国、チベット、台湾、香港、ベ トナム、etcが漢

字圏として、意志の交流をみせます。

氏は、アメリカ生まれで、高校生の時のア

メニに親 しんだことから漢字に興味を持ち、

留学、再来 日後、浜松市に在住する。

漢宇圏以外の人で初めて漢検一級に合格を

した。又、立命館大学の自川静博士による漢

字教育士の資格を有 している。

日本語への愛を感 じる言動や、気さくな人

柄が人気を呼び、親 しまれている
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サ ロン活動 の紹 介
―やわらぎの会―

スマホの勉強会
日時 :6月 25日 (金 )

7月 8日 (木 )

13:30～

会場 :住吉会館

参加人数 :各回 10名

講師 :西名先生

パラIIンピックが終わった I

8月 24日 ～ 9月 5日までパラリンピックが開

催され、 障がいがあつても多<の選手たちが、

自己の能力を十分発揮 して、 数展の記録を収め

ました。

静岡県内にもゴール ドメダ リス トが生まれ、

県民に勇気、 希望を与えました。 また県民栄誉

賞も知事より与えられました。

一時のお祭りで終わることな <、 この選手た

ちの能力を地i或社会へ還元すべ<、 智恵を出そ

う。 就職、 機能回復をと願つています。

テレビ、 新聞等の報道で、 障がい者が体に欠

損を持っていながらの水泳、 視覚障がい者が併

走者と共に息を合わせて走ったマラソン、 車椅

子で頑張つたテニス、 卓球その他数々の競技に

誰もが目頭を熱<したことで しょう。 本人、 周

囲の人たちは、今までにどれ程涙 し、逆境を乗

り切つて、 前向きな気力、実に頭が下がり感動

の日長で した。 また、 選手を支えたスタッフ、

ボランティアさんに感謝がいっぱいです。

半面、 五体満足で有りながら、 それでも不満

で不届きをする者もおります。 自分は不幸と周

わず、パラリンピックを用い浮かべて健康であ

る限り、それぞれの明るい道を歩んでいきたい。

一

~~暉 … … ロ
ー ー … … "― ヽ

地域た0けあいま援事業
協力目派遣 実績集計要

令不□3年度 (半期 )
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★歳ホ事業

正月苔霊栽を
作ろうr

日時 :令和 3年 12月 26日 (日 )

会場 :高台協働センター

参加者 :住吉・和合 50家族

住吉 。和合社協の役員 とな

らせていただいて半年が過ぎ

ました。

コロナ禍のためイベン トの企画に苦慮しつつ、

先輩役員の方々と協力 して会を運営しています。

5月 には米国人漢字教育士ブレッドメイヤー先

生の「おもしろ漢字講座」を催 し、 8月 に苔玉作 り

に挑戦 し、土を練 り苔を付けて、植物を植える作

業で自分なりの記念作を完成させました。

コロナ感染拡大で閉じこもりがちな昨今ですが、

出来ることを取り入れ、心身とも元気を取り戻す意

欲を持っていたい。そう願っています。 (記 水嶋)

ヽ
―
‐

月
派遣
件数

延派遣
人数
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3 1 1 水道修理

4 5 10 病院付き添い

5 16 20
病院付き添い、自転車修理
ズボン裾上げ、植木移動

除草

7 （Ж
〕 9 木の伐採、包丁研ぎ、ドア修理

8 3 3 自転車修理、買い物、ゴミ出し
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